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今回はこの場をお借りまして、今目が向けられている養育家庭制度（里親制度）につ
いて、現場で起こり、感じている事を踏まえた上で、少しお話しさせて頂ければと思い
ます。
昨年度、初めて養育家庭へ繋げる子を担当しました。その子は 4年弱という時間、担
当として個別での支援をしてきた子でした。親御さんが引き取れないと入所の時点で分
かっており、定期的な交流がその子にはなく、私はその子が少しでも寂しい思いをしな
いように、努めました。
紆余曲折あり、その子に残された時間（当施設にいられる時間）は残り 1年しかない、
という中で、ようやく養育家庭の“候補児”として挙げられる事が決まりました。
里親さんとタイミングが合わねば何も始められないのが、養育家庭を目指す上での歯
がゆい所です。その上タイミングが合っても相性が合わなければまたゼロからのスター
ト。候補児として様々な里親さんと接することは小さな子どもにとって大きなストレス
になる。丁寧な面会をしていかねば、もし委託になっても不調となる。結果傷付くのは
子ども。
葛藤を抱えつつも、出来ることは一つひとつ丁寧に行おうと思いました。
そして、結果として、とても素敵な里親さんに繋げることが出来ました。縁も、大きかっ
たと思っています。
この場で書き切れませんが、候補に挙げるまで、候補に挙げてから、委託となっても、
難しいことはたくさんあります。
・・・
政策で養育家庭を推進している方々が、全て現場を慮る事は難しいでしょう。しかし、
現場で子ども達の様子を見ている職員としては、子ども達の葛藤を代弁したく思います。
もちろん、養育家庭制度の推進は今後ますます不可欠なものとなっていくでしょう。
ならばまず、実態をよく知り、子どもも里親さんも十分に支援する仕組みもまた必要不
可欠なものです。
日本らしく児童福祉を推進していく方法。その一つに、児童福祉に携わる職員へのフォ
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ロー体制の充足が求められるように思います。
職員にならずとも、世の中の福祉に関心が向く割合が今より積極的なものとなること。
育てられない親を責めて終わるのではなく、みんなで子ども達を支えていく感覚を持っ
ていき、みんなで子ども達を支える事が当たり前になる。そうすれば専門職にはより丁
寧な親支援をしていくゆとりが生まれ、また求められるのではないかと思いますが、ど
うでしょうか。
今私が一番気になっている事の一つをピックアップさせて頂きましたが、結局、言い
たいことはまなびあいの寄稿で記させて頂いた内容と同じ事のようにも思いました。
この度は大変有り難い賞を、また発信の機会を頂けました事、心より感謝申し上げます。
